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QT間隔は心室筋の興奮の始ま

りから終わりまでの時間である．

そこには心筋細胞の興奮・伝導に

関わるあらゆる情報が含まれてい

る．間隔の異常は思いがけない突

然死を予測させ，あるいは背景に

ある虚血や心不全などの病態を想

定させる．本書はそのようなQT

間隔のすべてについて最新の知識

を与えてくれる．

QT間隔と突然死というと，ま

ず思い浮かぶのは先天性QT延

長症候群であり，あるいは薬剤に

よるQT延長である．先天性QT

延長症候群が記載されたのは

1960年代であった．薬剤性のも

のは，歴史的な不整脈治療薬であ

るキニジンが使用されていた当時

からキニジン失神として知られて

いた．1990年，CAST研究が不

整脈の薬物治療に疑問を呈したと

き，機械的かつ安易な治療薬使用

が警告されたと考えたものもあっ

た．

1991年，Keatingらが先天性

QT延長症候群に遺伝子変異があ

ることを発見したとき，それは大

きな興奮をもって迎えられた．遺

伝子解析の臨床への応用の幕開け

であったのである．QT延長症候

群の関連遺伝子は以来，次々と発

見されて，今日では10種類があ

るという．併せての細胞膜電流系

研究の著しい進歩のおかげで，変

異遺伝子の心筋細胞膜チャネル・

タンパクのコードの仕方も明らか

になってきた．他方，薬物による

QT間隔修飾は，不整脈治療薬に

とどまらず，向精神薬，抗生物

質，抗菌薬，抗アレルギー薬，脂

質代謝薬，消化管薬など，広い分

野の数多くの薬物にもみられるこ

とがわかってきて，新薬はすべ

て，開発の段階でQT延長のス

クリーニングを行うことが義務づ

けられることになってきた．

本書は，QT間隔について，評

者に実に多くのことを教えてくれ

た．後天性QT延長症例で遺伝

子異常を非顕性化するのは，再分

極予備能と呼ばれる代償性機構で

あるという．乳幼児突然死症例の

中にも高い頻度でみられる遺伝子

異常がある．性差にはホルモンの

ゲノム作用と非ゲノム作用とがあ

る．そして性差には遺伝子変異の

浸透率の差ではなく，不整脈トリ

ガーに差がある場合がある．共通

した遺伝子変異に基づくために，

Brugada症候群の中には家族性

洞不全症候群や房室ブロックなど

と重なるものがあり，オーバー

ラップ症候群と呼ばれる，といっ

た具合である．

各章の末尾に「読者と一緒に考

えるQ&A」という項がある．こ

こを拾い読みしても得るところが

多かった．この項の索引がほしい

と思った．また，QT延長に特異

な心室頻拍，torsade de pointes

(Tdp)の機序の説明もここに加え

てほしかったとも思った．さらに

欲をいうならば，章の配列に工夫

があってよいのではなかろうか．

QTの基礎，計測から始まるのは

よいとして，先天性異常，類縁疾

患，後天性あるいは薬剤性異常，

性差や各種病態のQT異常，と

いう程度の大きな枠の中にそれぞ

れをまとめてあると読みやすいで

あろうと思った．

一読して，イオンチャネル構造

の中にみる遺伝子変異，その知識

が日常的に生かされつつある今日

の診療の現場を改めて認識でき

た．心電図の時代となって100年

余り，90年が経って，チャネル

に関わる遺伝子変異が発見され

て，心電図の理解は急速に深まり

つつある．一人の人の生涯の間と

いえる程のほんの短い間の医学の

巨大な進歩に目を瞠る思いがあっ

た．
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